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紹
　
介

伊
井
春
樹
著 

『
人
が
つ
な
ぐ
源
氏
物
語　

藤
原
定
家
の
写
本
か
ら
た
ど
る
物
語
の
千
年
』

川　

渕　

紗　

佳

本
書
は
『
源
氏
物
語
』
の
享
受
に
つ
い
て
、
成
立
当
時
の
状
況
か
ら
、
時

代
と
と
も
に
本
文
が
変
遷
・
流
動
し
な
が
ら
伝
来
し
た
背
景
を
論
じ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
に
異
同
が
生
じ
た
理
由
や
、
本
文
校
訂
の
意
義
を
示

し
、
現
在
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
大
島
本
」
に
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
の
問

題
性
に
言
及
す
る
。
以
下
、
目
次
に
よ
っ
て
本
書
の
構
成
を
示
す
。

は
じ
め
に
―
『
源
氏
物
語
』
写
本
へ
の
招
待

一
章　

新
発
見
『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」〔
一　

本
文
の
異
な
り
／
二　
『
源

氏
物
語
』
写
本
の
伝
来
と
系
統
〕

二
章　
『
源
氏
物
語
』
執
筆
の
背
景
〔
一　

中
宮
彰
子
の
若
宮
誕
生
／
二　

敦

成
親
王
誕
生
／
三　

書
写
で
広
が
る
『
源
氏
物
語
』〕

三
章　
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
〔
一　

か
な
文

字
の
広
が
り
／
二　

冊
子
つ
く
り
の
方
法
／
三　
『
源
氏
物
語
』
の
読
者

の
広
が
り
／
四　
『
源
氏
物
語
』
の
あ
ら
た
な
読
者
た
ち
〕

四
章　
『
源
氏
物
語
』
の
読
者
の
広
が
り
〔
一　

孝
標
女
の
物
語
へ
の
あ
こ
が

れ
／
二　

別
伝
の
物
語
／
三　
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
成
立
〕

五
章　

中
世
の
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
校
訂
へ
の
動
き
〔
一　
『
源
氏
物
語
』

の
和
歌
の
世
界
へ
の
広
が
り
／
二　
「
河
内
本
」
の
成
立
〕

六
章　

藤
原
定
家
の
本
文
作
成
〔
一　

定
家
本
の
出
現
／
二　
『
奥
入
』
の
成

立
／
三　

物
語
の
歌
合
〕

七
章　

御
子
左
家
の
「
青
表
紙
本
」
の
相
伝
〔
一　

定
家
「
青
表
紙
本
」
の

伝
来
／
二　

阿
仏
尼
の
貢
献
／
三　
『
源
氏
物
語
』
の
読
み
の
方
法
〕

八
章　
「
河
内
本
」
と
「
青
表
紙
本
」
と
の
対
立
〔
一　
「
白
氏
文
集
」
の
受

容
を
め
ぐ
っ
て
／
二　

濁
点
に
よ
る
意
味
の
違
い
／
三　

異
説
の
発
生
／

四　

優
位
に
立
つ
「
青
表
紙
本
」
／
五　
「
青
表
紙
本
」
の
性
格
〕

九
章　
「
青
表
紙
本
」
の
再
発
見
と
流
布
〔
一　

一
条
兼
良
の
『
源
氏
物
語
』
研

究
／
二　

定
家
本
の
行
方
／
三　

足
利
義
政
が
所
持
し
た
「
青
表
紙
本
」〕

一
〇
章　
「
大
島
本
」
の
本
文
の
意
義
〔
一　
「
大
島
本
」
の
伝
来
／
二　
「
大

島
本
」
の
性
格
／
三　

新
出
定
家
本
「
若
紫
」
巻
と
「
大
島
本
」〕

あ
と
が
き
・
引
用
文
献
出
典
一
覧

ま
ず
、
二
〇
一
九
年
に
発
見
さ
れ
た
定
家
本「
若
紫
」巻
を
取
り
上
げ
、
現

在
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
の
異
同
を
示
し
、
生
じ
て
い
る
表
現

の
差
異
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
、
現
代
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
『
源
氏
物

語
』
本
文
を
検
証
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
人
々
が
受
容
し
た
姿
に

焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。
最
後
に
は
、
現
代
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
も
触
れ
、

三
条
西
家
本
と
「
河
内
本
」
を
再
評
価
す
る
必
要
性
を
提
示
し
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
『
源
氏
物
語
』
の
伝
来
と
、
本
文
の
変
容
を
鮮
や
か
に
示

す
点
で
あ
る
。
本
文
や
享
受
だ
け
で
な
く
、『
源
氏
物
語
』
研
究
全
体
の
一
層

の
発
展
に
寄
与
す
る
に
違
い
な
い
。

（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
二
一
年
二
月
、
三
五
〇
頁
、
一
、七
〇
〇
円
＋
税
）

（
か
わ
ぶ
ち
・
す
ず
か　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

73


